
事務事業評価シート

No. 所管部課

11

（ ）

事業費(A)

国庫支出金・都支出金

地方債

その他 （ ）

一般財源

所要人員(B)

人件費(C)=平均給与×(B)

臨時職員賃金等(C')

総コスト(D)=(A)+(C)+(C')

単位当たりコスト

(E)=(D)/ （ ）

市民・関連団体等の意見
（アンケート結果など）

青少年育成地域活動費補助金

事務事業名

事
業
環
境
等

代替・類似サービスの有無

　育成会等、１団体あたりの平均補助金額は26市中16位であり、中位
となっている。

29,514 30,852

《指標とした数値変化に対する要因分析など》
①補助対象団体の内訳は「歩け歩け会」及び育成会（18団体）で補助団体数に変化はない。
②各団体の実施する活動への参加者は年々増加しており、地域のニーズにも合っていると考えられる。

　特になし

他団体のサービス水準との比較
（平均値との比較、本市の順位など）

29年度 30年度

①補助対象団体数 実績値 団体 19 19 19

4,994

評
価
指
標

指標名 単位 27年度

②補助事業参加者数 実績値 人 27,388

28年度

0

5,494

補助対象団体数 千円 255 263 287 -

千円 4,853 5,461

0

千円 994 970

千円 0 0

996 1,029

4,024 4,465 4,465

0.130.13 0.13

28年度 29年度 30年度

千円

3,859 4,024 4,465 4,465

財
源
内
訳

人

3,859

0.13

子育て支援部児童青少年課

事
務
事
業
の
概
要

事務事業の目的 根拠法令等

　小学校区ごとに組織されている育成会と連携し、夏まつりやラジオ体操など、地域における様々な青
少年の社会参加や、貢献活動、子ども達の健全育成に関わる活動を支援することにより、地域に住む
青少年の健全な育成、非行の防止や、自立と社会参加の促進を図ることを目的とする。

実施形態事業開始時期

事業の概要 事業費の概要

　育成会等の活動に対してその経費の一部を補助し、地域に
おける青少年の社会参加及び地域活動の機会を設け、青少年
の健全育成を図る。

【対象事業】
　(1)青少年の非行防止に係る啓発活動
　(2)青少年の社会参加及び社会貢献を促進する活動
　(3)社会参加及び社会貢献活動を推進するための研修会、講
　　演会、懇談会等の事業
　(4)青少年の意見表明及び体験発表に関する事業
　(5)青少年の体育、文化及びレクリエーションに関する活動
　(6)その他青少年の健全育成を図るための活動で、市長が必
　　要と認めたもの

【業務フロー（年間）】
　①補助申請受付
　②申請内容確認後、交付決定（決定通知書の発
　　行、送付）
　③請求書提出後、補助金振込
　④事業実施（各育成会）
　⑤補助事業実績報告書提出
　⑥実績報告内容確認後、確定（確定通知書の発
　　行、送付）※補助金に残額があった場合は返納

事
業
費
デ
ー
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項　　目 単位

合併以前

27年度

法律 

条例・規則 

要綱・要領 

政令・省令 

  上 

  中 

  下 

  有 

  無 

直営 委託 補助 その他 



【一次評価】

【二次評価】

【外部評価】

【行革本部評価】

【改善の方向性・スケジュールと改善実施にあたっての課題】

評価の判断理由及び事業実施上の課題や今後改善すべき点等

外部評価 評価の判断理由及び事業実施上の課題や今後改善すべき点等

行革本部評価

　今後も地域における社会環境浄化活動及び非行防止活動並びに青少年の社会参加及び地域活
動の機会を設け、青少年の健全育成を図っていきたい。

普通 実績報告の処理が年度末に集中するため、一時的な負担増がある。

検証項目 判定 判定理由

受益者負担を求めるものではない。

適正

適正

適正

普通 標準的な事業コストと考える。事業コスト

業務負担

一次評価

高い

高い

適正

事業の優先度（緊急性）

今後の実施に向けた方向性

地域における育成会の活動は重要であり、優先度は高い。

事業の必要性

実施主体の妥当性

事業（補助）の対象

事業（補助）の内容

受益者負担

青少年の健全育成を図る上で重要な事業であり、必要性は高い。

市が主体となって育成会等の活動を支援していく必要がある。

青少年の健全育成のために活動する団体の補助であり、適正と考える。

育成会等の活動に必要な経費の一部を補助するものであり、適切と考える。

検証項目 判定理由判定

改善の方向性・
スケジュール

高い 地域における育成会の活動は重要であり、優先度は高い。

事業の必要性 高い

事業（補助）の内容 適正 育成会等の活動に必要な経費の一部を補助するものであり、適切と考える。

受益者負担 適正 受益者負担を求めるものではない。

事業（補助）の対象

青少年の健全育成を図る上で重要な事業であり、必要性は高い。

実施主体の妥当性 適正 市が主体となって育成会等の活動を支援していく必要がある。

事業の優先度（緊急性）

適正 青少年の健全育成のために活動する団体の補助であり、適正と考える。

　本市における地域の育成会及び「歩け歩け会」の活動は、非常に活発であり補助事業参加者数も
年々増加してきており、青少年の健全育成に向けて効果的に機能しているものと考える。本制度は育
成会等の活動を支援するため、その費用の一部を補助するものであり、引き続き、適正な補助金の執
行に努めつつ、事業を継続していく必要がある。

普通 標準的な事業コストと考える。

業務負担 普通 一時的な負担増もあるが、標準的な業務量と考える。

二次評価 評価の判断理由及び事業実施上の課題、今後改善すべき点等

事業コスト

継続実施 

改善・見直し 

抜本的見直し 

廃止 

継続実施 

改善・見直し 

抜本的見直し 

廃止 

継続実施 

抜本的見直し 

改善・見直し 

廃止 

継続実施 

改善・見直し 

抜本的見直し 

廃止 


